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体や手足の運動機能の発達がゆっくりで、

立ったり1歩いたりすることに少し時間が

かかるお子さんが通う施設です。

O歳から就学前のお子さんが保護者と一緒
に通います。遊びや様 々な活動を通 して

心身の発達を支援します8‐   |‐ ‐~・ ‐
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知的発達がゆつくりな

3歳から就学前まで
のお子さんが単独で

通ってきます。

イロ|々 のお子さんの

発達段階と障がいの

特1生を考1慮.して1青緒

の安定を図りつつ、

全体の発達を支援

してしヽま'す。

【なのはな】 耳の聞こえに支援が必要な

0歳から就学前のお子さんが、保護者と
一緒に通います。

【ちようちよ。とんぼ】 ことばや対人関係

の発達に支援の必要がある 2・ 3歳の
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知的障がいのある方が、一人ひとりの能力

や個性にあった活動に取 り組んでいます。

地域 との交流活動にも取 り組み、その人

らしく充実した日中生活が送れるような

支援を行つています。

畿一
目彎ときに相談してol、ただく場所です。その人

らしく仕事ができ:るように、就労について
の相談や、就労に1伴う生活支援を行つて

知的に障がいが

グループホームて

は自分でします。

観るなどt・家庭度

います:・
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生活介護事業

障がいのあ|る1方が「働きたい」と思つた

います。
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を通して親子の絆を深め、全体的

な発達|を支援したり、1相1談に応じたりして

います:|■| . ‐ |  ‐     ‐

1外来療育 ■ ‐

瞳 躊鶉
生活介護事業

|lii:lill!‡

::||||||:il!:  lii::||!!i‡

:111iliiil!|“

i:::::::::::蕉∫
|||liii!|IIIIii:::||||]     ‡: 

‐

就労移行支援事業 。就労継続支援事業|(B型 )

重症心身障がいのある方のための通所施設

です。障がいが重 くても自分らしく充実

した生活 をみつ けられ るよ う、健康 と

コミュニケーション、社会参加を大切 に

支援しています。

障がいがあり、一般企業などに就職するこ

とが困難な方が、作業を通じて自立できる

ように支援をしています。また、就職を目

指す方には、必要な知識や能力を高められ

るよう、副|1練や実習の機会を提供 し、一般

就労に向け支援しています。
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生活援助事業

)、 就 労 して い る方 が暮 らす

掃除や洗濯など、できること

階に食事をしたり、テレゼを

妻囲気の中で共同生活
―
をして
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体や手足の運動機能の発達がゆっくりで、

立ったりt歩いたりすることに少し時間が

かかるお子さんが通う施設です。

O歳から就学前のお子さんが保護者と一緒
に通います。遊びや様々な活動を通 して

心身の発達を支援します。   | ・・
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0歳から就学前のお子さんが、保護者と
一緒に通います。
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